
 

 

 

2021 年神奈川試験桜組 過去問抜粋・カドカワ模試（2020 年 9 月版）抜粋模擬試験 

「社会的養護」 

 

問 1 

次の文は、「児童福祉法」及び「児童虐待の防止等に関する法律」における、平成 29 年の改正内

容に関する記述である。適切な記述を〇、不適切な記述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ

選びなさい。 

 

A 児童福祉施設の長は、児童のしつけに際して、懲戒以外において体罰を加えることはできない。 

B  関係機関等は、要保護児童対策地域協議会から資料または情報の提供、意見の開陳など、必要

な協力の求めがあった場合には、これに応じなければならない。 

C 都道府県は、児童の一時保護等を行った児童福祉司等以外の者を、当該児童の保護者への指導の

担当にしなければならない。 

D 児童虐待の早期発見に努めなければならない者に婦人相談員を加える。 

 

（組み合わせ） 

  A   B     C    D 

１ 〇  〇  〇  〇 

２ 〇  ×  ×  〇 

３ ×  ×  〇  〇 

４ ×  〇  ×  × 

５ ×  ×  ×  〇 
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問 2 

次の文は、「フォスタリング機関（里親養育包括支援機関）及びその業務に関するガイドライン」 

（平成 30 年 7 月・厚生労働省）に関する記述である。適切な記述を〇、不適切な記述を×とした場

合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

A 「委託可能な里親を開拓し、育成すること」、「里親との信頼関係を構築し、相談しやすく、協働

できる環境を作ること」及び「子どもにとって必要な安定した里親養育を継続できる（不調を防ぐ）

こと」をフォスタリング業務の成果目標とする。 

B 親族里親や養子縁組里親もフォスタリング業務における支援対象に含まれ、養子縁組成立後の養

親及び養子への支援についてもフォスタリング業務に含まれる。 

C フォスタリング業務に関する最終責任は児童相談所が負う。 

D フォスタリング機関では、里親に対する研修を実施する。 

 

（組み合わせ） 

  A   B    C     D 

１ 〇  〇  〇   〇 

２ 〇  〇  ×  × 

３ 〇  ×  〇  〇 

４ ×  ×  ×  〇 

５ 〇  〇  〇  × 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 3 

 次の文は、「里親委託ガイドライン」（平成 30 年 3 月 30 日・厚生労働省）に関する記述である。  

適切な記述を〇、不適切な記述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

A 将来は家庭引き取りが見込めるが、当面保護者による養育が望めない子どもも養育里親への委託

の対象となる。 

B 施設に長期間入所している子どもについては、早急に自立支援計画の見直しを行い、里親委託を

検討する必要がある。 

C 保護者の傷病や出産等委託期間が明確な子どもについては、原則として里親委託を活用する。 

D 養育里親、専門里親については、養育可能な年齢であるかどうかを判断し、年齢の上限について

は柔軟な対応をする。養子縁組を前提とする里親は、子どもが 20 歳に達した時に、里親の年齢が概

ね 65 歳以下であることが望ましい。 

 

（組み合わせ） 

  A   B     C    D 

１ ×  〇  〇  〇 

２ ×  〇  ×  〇 

３ 〇  〇  〇  × 

４ 〇  ×  ×  〇 

５ 〇  〇  ×  × 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 4 

次の文は、「児童相談所運営指針」（令和３年 3 月 31 日・厚生労働省）に関する記述である。不適 

切な記述を一つ選びなさい。 

 

１ 児童相談所における育成相談は、性格行動、しつけ、適性、不登校等に関するものである。 

２ 児童相談所の業務として、子どもの権利の擁護の観点から、一時保護の解除後の家庭その他の

環境の調整、当該子どもの状況の把握その他の措置により当該子どもの安全を確保することがあげ

られる。 

３ 児童福祉司スーパーバイザーの配置基準は児童福祉司５人につき１人とし、これを参酌して定 

めるものとする。  

４ 虐待通告受理後、24 時間以内に安全確認を行うことができない場合には、立入調査を実施する。 

５ ひきこもり等児童福祉対策事業を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 5 

 次の文のうち、「新しい社会的養育ビジョン」（平成 29 年 新たな社会的養育の在り方に関す 

る検討会）において、2016（平成 28）年の改正児童福祉法の原則と原則を実現するための取り組 

みとして記された内容として、適切な記述の組み合わせを一つ選びなさい。 

 

Ａ 全ての要保護児童に対して施設養育を原則とすることが示された。 

Ｂ 市区町村の子ども家庭総合支援拠点の全国展開が示された。 

Ｃ 全小中学校にスクールソーシャルワーカーの配置が義務付けられた。 

Ｄ 永続的解決（パーマネンシーの保障）として特別養子縁組を推進していくことが示された。 

 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｃ 

３ Ａ Ｄ 

４ Ｂ Ｃ 

５ Ｂ Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 6 

次の文のうち、「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」（厚生労働省）において都道府県が 

策定する社会的養育推進計画の記載事項に定められているものの正しい組み合わせを一つ選びなさ

い。 

 

Ａ 各年度における代替養育を必要とする子ども数の見込み 

Ｂ 各年度における保育所および保育所を利用する児童数の見込み 

Ｃ 小中学校と連携して行う、いじめ防止推進のための取組 

Ｄ 当事者である子どもの権利擁護の取組（意見聴取・アドボカシー） 

 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｃ 

３ Ａ Ｄ 

４ Ｂ Ｃ 

５ Ｃ Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 7 

 次の文のうち、家庭支援専門相談員（ファミリーソーシャルワーカー）の業務に関する記述と 

して不適切な記述を一つ選びなさい。 

 

１ 対象児童の早期家庭復帰のための保護者等に対する相談援助 

２ 対象児童等に対する心理療法 

３ 退所後の児童に対する継続的な相談援助 

４ 里親委託・養子縁組の推進 

５ 児童相談所等関係機関との連絡・調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 8 

  次の文は、「社会的養護自立支援事業」に関する記述である。適切な記述を一つ選びなさい。 

 

１ この事業が対象とする年齢は、年度末の時点で 26 歳までの者である。 

２ 対象となる者は、里親等への委託や、児童養護施設等への入所措置の経験がない在宅で生活し

ている者を含んでいる。 

３ 実施主体は、市町村に限定されている。 

４ 継続支援計画は、原則措置解除後に作成することとされている。 

５ この事業を行う際には、生活相談支援担当職員を配置することとされている。 

 


